
 

 

 

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会にかかる最近の主な動き 

 

  

１ 全国的な主な動き 

6月 10日 東京 2020オリンピック競技大会実施種目（339種目）が決定 別紙 1 

7月 20日 東京 2020参画プログラムの対象が全国の市町村等に拡大 別紙 2 

（7月 24日 東京オリンピックまで 3年） 

7月 27日 （公財）東京オリパラ競技大会組織委員会の遠藤副会長から各都道府

県知事に聖火リレーへの協力を依頼 

8 月 1 日～14 日 東京 2020 大会マスコットデザインが公募（2,042 件の応募）   

別紙 3 

8月 24日  全国知事会が国への要請活動を実施 別紙 4 

（8月 25日 東京パラリンピックまで 3年） 

 

 

２ 三重県関係の主な動き 

5 月 12 日 三重県 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業

推進本部を設置 

5月 24日 東京オリパラ三重県農林水産協議会が発足 別紙 5 

7 月 7 日  四日市市が三重県内の自治体として初となるホストタウンに登録   

別紙 6 

7月 24日 「beyond2020プログラム」を活用して、日本文化の魅力を発信する意

欲のある県内の文化団体や企業等の利便性を向上するため、三重県が

同プログラムの認証組織となり、認証申請の受付を開始 別紙 7 

7月 24日 「三重県ＧＡＰ推進大会」を開催。三重県知事とＪＡグループ谷口会

長が、奥野全中会長（当時）と小泉衆議院議員が立ち会いのもと、三

重からＧＡＰの輪を広げる「みえＧＡＰチャレンジ宣言」を発表     

別紙 8 

9 月   知事がカナダ体操協会、カナダレスリング協会、カナダシンクロ連盟

及びカナダ連邦政府文化遺産省を訪問し、事前キャンプ地の誘致活動

を実施 

資 料 １ 

平成 2 9 年 9 月 1 1 日 

戦 略 企 画 部 


